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桶
川
市
は
、昭
和
45
年
11
月
３
日
、「
桶
川
町
」か
ら
、埼
玉
県
下
31
番
目

の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。50
年
前
は
、人
口
３
万
８
０
０
０
人
・
９
５

０
０
世
帯
で
あ
っ
た
本
市
は
、首
都
圏
近
郊
の
住
宅
都
市
と
し
て
良
好
な
住

環
境
整
備
が
進
み
、現
在
は
、人
口
７
万
５
０
０
０
人
・
３
万
３
０
０
０
世

帯
の
ま
ち
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
は
、圏
央
道（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）の
開
通
に
よ
り
、桶
川

市
か
ら
全
国
へ
と
つ
な
が
る
新
た
な
広
域
交
通
ル
ー
ト
が
形
成
さ
れ
、交
通

の
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、ま
た
、首
都
高
速
道
路（
新
大
宮
上
尾
道

路
）と
圏
央
道
の
連
結
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、全
国
と
首
都
圏
を
結
ぶ
交
通

の
要
衝
と
し
て
、ま
ち
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
益
々
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
地
の
利
を
生
か
し
、現
在
、企
業
誘
致
を
進
め
る
と

と
も
に
、駅
東
口
整
備
事
業
な
ど
、将
来
の
ま
ち
の
発
展
に
向
け
た
事
業
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
る
本
年
は
、歴
史

的
に
価
値
の
高
い「
旧
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
桶
川
分
教
場
」（
市
指
定
有
形

文
化
財
）の
復
原
整
備
事
業
が
完
了
し
、「
桶
川
飛
行
学
校
平
和
祈
念
館
」と

し
て
開
館
す
る
な
ど
、歴
史
を
未
来
に
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、世
界
に
向
け
て

平
和
を
発
信
す
る
拠
点
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
桶
川
は
、古
く
は
江
戸
か
ら
十
里（
約
40
㎞
）に
位
置
す
る
、中
山
道
６
番

目
の
宿
場
町
と
し
て
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、米
や
麦
な
ど
の
農
産
物
を
江
戸

に
送
る
集
積
地
と
し
て
も
栄
え
ま
し
た
。さ
ら
に
江
戸
時
代
後
期
に
か
け
て

は
、山
形
の「
最
上
紅
花
」に
次
ぐ
全
国
２
番
目
の
紅
花
の
生
産
量
を
誇
り
、

最
上
地
方
が
７
月
に
収
穫
す
る
の
に
対
し
て
、気
候
が
温
暖
な
桶
川
で
は

６
月
に
収
穫
す
る
こ
と
が
出
来
た
た
め
、「
早
庭（
場
）も
の
」と
呼
ば
れ
、京

都
の
商
人
に
大
変
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
歴
史
と
文
化
の
風
薫
る
、自
然
豊
か
な
ま
ち「
桶
川
」の
魅
力
を
、

次
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、本
市
の
歴
史
や
文
化
、ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹

介
し
た
市
勢
要
覧
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。多
く
の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ

き
、発
展
し
続
け
る
本
市
の
姿
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

夢
と
希
望
を
未
来
に
つ
な
ぐ

持
続
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能
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ま
ち
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り
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型
塵
芥
処
理
場
が
稼
動

昭
和
53
年 

１
９
７
８ 

４
月 

農
業
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
53
年 

１
９
７
８ 

４
月 

勤
労
福
祉
会
館
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
54
年 

１
９
７
９ 

４
月 

三
井
精
機
桶
川
工
場
跡
地
に
住
宅
公
団
の
進
出
が
決
定

昭
和
54
年 

１
９
７
９ 

４
月 

桶
川
東
小
学
校
が
開
校

昭
和
55
年 

１
９
８
０ 

４
月 

県
立
桶
川
西
高
等
学
校
が
開
校

昭
和
55
年 

１
９
８
０ 

４
月 

日
出
谷
小
学
校
が
開
校

昭
和
55
年 

１
９
８
０ 

11
月 

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

 
 

 

市
民
憲
章
を
制
定

昭
和
56
年 

１
９
８
１ 

４
月 

公
共
下
水
道
処
理
を
開
始

昭
和
56
年 

１
９
８
１ 

４
月 

加
納
中
学
校
が
開
校

昭
和
57
年 

１
９
８
２ 

11
月 

橋
上
駅
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
58
年 

１
９
８
３ 

６
月 

城
山
公
園
の
一
部
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
59
年 

１
９
８
４ 

４
月 

朝
日
小
学
校
が
開
校

昭
和
60
年 

１
９
８
５ 

２
月 

人
口
が
６
万
人
を
超
え
る

昭
和
60
年 

１
９
８
５ 

３
月 

桶
川
駅
開
業
１
０
０
周
年

昭
和
60
年 

１
９
８
５ 

４
月 

城
山
公
園
多
目
的
広
場
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
61
年 

１
９
８
６ 

４
月 

駅
西
口
公
園
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
62
年 

１
９
８
７ 

７
月 

桶
川
市
立
図
書
館
・
桶
川
公
民
館
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
63
年 

１
９
８
８ 

10
月 

駅
西
口
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン

１
９
７
０
年 

４
月
５
日 

よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

 

９
月
13
日 

大
阪
万
博
開
催

１
９
７
１
年 

７
月
20
日 

銀
座
に
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
１
号
店

１
９
７
２
年 

２
月
28
日 

あ
さ
ま
山
荘
事
件

 

５
月
15
日 

沖
縄
復
帰

１
９
７
３
年 

12
月
10
日 

第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

１
９
７
４
年 

12
月
10
日 

佐
藤
栄
作
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞

１
９
７
６
年 

２
月
24
日 

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

 

８
月 

「
お
よ
げ
た
い
や
き
く
ん
」大
ヒ
ッ
ト

累
計
４
０
０
万
枚
を
売
り
上
げ

１
９
７
７
年 

９
月
３
日 

王
貞
治（
読
売
巨
人
軍
）、通
算

７
５
６
本
塁
打
で
世
界
新
記
録

１
９
７
８
年 

５
月
20
日 

成
田
空
港
開
港

 

８
月
12
日 

日
中
平
和
友
好
条
約
の
調
印

１
９
７
９
年 

１
月
13
日 

国
公
立
大
学
、初
の
共
通
１
次
学

力
試
験
を
実
施

 

６
月
１
日 

第
２
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

１
９
８
０
年 

10
月
５
日 

歌
手
・
山
口
百
恵
が
引
退

 

12
月
12
日 

日
本
の
自
動
車
生
産
台
数
が
世
界

１
位
に

１
９
８
１
年 

３
月
２
日 

中
国
残
留
孤
児
が
初
来
日

１
９
８
２
年 

４
月
１
日 

５
０
０
円
硬
貨
発
行

 

12
月
１
日 

カ
ー
ド
公
衆
電
話
・
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
登
場

１
９
８
４
年 

11
月
１
日 

新
札（
１
万
円
札
、５
千
円
札
、千

円
札
）発
行

１
９
８
５
年 

４
月
１
日 

電
々
公
社
民
営
化
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
発
足

 

９
月
30
日 

科
学
万
博
つ
く
ば,85
開
催

１
９
８
６
年 

11
月
22
日 

三
原
山
大
噴
火

 

12
月 

バ
ブ
ル
景
気
始
ま
る

１
９
８
７
年 

４
月
１
日 

国
鉄
が
分
割
し
Ｊ
Ｒ
に

１
９
８
８
年 

４
月
10
日 

瀬
戸
大
橋
開
通

50
年
の

あ
ゆ
み

On November 3, 1970(Showa 45), Okegawa 
City came into effect as the 31st city in the 
prefecture. Fifty years ago, the population, 
which was about 30,000, increased with the 
times and exceeded 75,000 in June 2020. In 
addition to looking back on the transition of 
the city so far, we will introduce new facilities 
that will connect to the future of the city.

昭和50年：第1回桶川市民まつり

昭和45年：市制施行パレード

昭和46年：太郎右衛門橋開通式

平
成
元
年 

１
９
８
９ 

５
月 

「
第
１
回
お
け
が
わ
こ
ど
も
ま
つ
り
」を
開
催

平
成
２
年 

１
９
９
０ 

11
月 

市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
を
開
催

平
成
３
年 

１
９
９
１ 

３
月 

舎
人
ス
ポ
ー
ツ
・
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン

平
成
３
年 

１
９
９
１ 

６
月 

桶
川
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
が
オ
ー
プ
ン

平
成
３
年 

１
９
９
１ 

６
月 

地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
３
年 

１
９
９
１ 

11
月 

人
口
が
７
万
人
を
超
え
る

平
成
４
年 

１
９
９
２ 

４
月 

保
健
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
４
年 

１
９
９
２ 

８
月 

川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
川
田
谷
公
民
館
・
桶
川
市
立
図
書
館
川
田
谷

分
室
）が
オ
ー
プ
ン

平
成
４
年 

１
９
９
２ 

10
月 

富
士
見
ホ
タ
ル
親
水
公
園
が
オ
ー
プ
ン

平
成
４
年 

１
９
９
２ 

11
月 

歴
史
民
俗
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン

平
成
６
年 

１
９
９
４ 

10
月 

滝
の
宮
立
体
交
差(

べ
に
ば
な
陸
橋)

が
開
通

平
成
７
年 

１
９
９
５ 

１
月 

べ
に
花
の
郷
づ
く
り
事
業
を
開
始

平
成
８
年 

１
９
９
６ 

６
月 

「
第
１
回
べ
に
花
ま
つ
り
」を
富
士
見
ホ
タ
ル
親
水
公
園
で
開
催

平
成
８
年 

１
９
９
６ 

11
月 

「
べ
に
花
の
郷
づ
く
り
事
業
」彩
の
国
モ
デ
ル
顕
彰
を
受
賞

平
成
９
年 

１
９
９
７ 

１
月 

公
文
書
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
を
開
始

平
成
９
年 

１
９
９
７ 

１
月 

「
市
民
の
歌
」の
歌
詞
が
決
定

平
成
９
年 

１
９
９
７ 

10
月 

駅
西
口
通
り
を
電
線
地
中
化

平
成
９
年 

１
９
９
７ 

11
月 

響
の
森（
桶
川
市
民
ホ
ー
ル
・
さ
い
た
ま
文
学
館
）が
オ
ー
プ
ン

平
成
10
年 

１
９
９
８ 

２
月 

県
道
川
越
栗
橋
線
バ
イ
パ
ス（
下
日
出
谷
〜
川
田
谷
）が
開
通

平
成
11
年 

１
９
９
９ 

１
月 

市
役
所
分
庁
舎
が
上
日
出
谷
へ
移
転

平
成
11
年 

１
９
９
９ 

２
月 

桶
川
市
観
光
協
会
を
設
立

平
成
11
年 

１
９
９
９ 

10
月 

駅
西
口
公
園･

桶
川
市
民
ホ
ー
ル
地
区
が｢

景
観
形
成
事
例
部
門(

小
空
間
レ
ベ

ル)

」で
都
市
景
観
大
賞
を
受
賞

平
成
12
年 

２
０
０
０ 

７
月 

べ
に
花
ふ
る
さ
と
館
が
オ
ー
プ
ン

平
成
12
年 

２
０
０
０ 

11
月 

市
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
を
開
催

平
成
13
年 

２
０
０
１ 

４
月 

市
内
循
環
バ
ス（「
べ
に
ば
な
Ｇ
Ｏ
」）の
本
格
運
行
開
始

平
成
13
年 

２
０
０
１ 

６
月 

富
士
見
通
り
線（
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
）が
開
通

平
成
14
年 

２
０
０
２ 

６
月 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
開
始

平
成
15
年 

２
０
０
３ 

11
月 

第
17
回
中
山
道
宿
場
会
議「
桶
川
宿
大
会
」を
開
催

平
成
16
年 

２
０
０
４ 

10
月 

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
・
自
転
車
競
技
大
会
を
開
催

平
成
16
年 

２
０
０
４ 

11
月 

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
大
会
を
開
催

平
成
18
年 

２
０
０
６ 

６
月 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
18
年 

２
０
０
６ 

７
月 

人
口
が
７
万
５
０
０
０
人
を
超
え
る

平
成
19
年 

２
０
０
７ 

４
月 

桶
川
南
・
桶
川
北
小
学
校
が
統
合
さ
れ
、桶
川
小
学
校
が
開
校

平
成
20
年 

２
０
０
８ 

８
月 

新
小
針
領
家
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン

平
成
21
年 

２
０
０
９ 

３
月 

本
木
雅
弘
さ
ん
に
桶
川
市
民
栄
誉
賞（
第
１
号
）を
贈
呈

平
成
22
年 

２
０
１
０ 

３
月 

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道（
圏
央
道
）川
島
Ｉ
Ｃ
〜
桶
川
北
本
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通

平
成
22
年 

２
０
１
０ 

10
月 

お
け
が
わ
市
民
花
火
大
会
を
開
催

平
成
22
年 

２
０
１
０ 

11
月 

桶
川
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
オ
ケ
ち
ゃ
ん
」誕
生

平
成
22
年 

２
０
１
０ 

11
月 

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
を
開
催

平
成
23
年 

２
０
１
１ 

６
月 

後
谷
遺
跡
出
土
品
が
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る

平
成
24
年 

２
０
１
２ 

９
月 

日
出
谷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
25
年 

２
０
１
３ 

４
月 

教
育
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
25
年 

２
０
１
３ 

７
月 

日
本
初
の
水
上
太
陽
光
発
電
施
設「
ソ
ー
ラ
ー
オ
ン
ザ
ウ
ォ
ー
タ
ー
桶
川
」

が
竣
工

平
成
26
年 

２
０
１
４ 

11
月 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
27
年 

２
０
１
５ 

１
月 

市
役
所
仮
設
庁
舎
へ
移
転
、業
務
開
始

平
成
27
年 

２
０
１
５ 

９
月 

お
け
が
わ
市
民
花
火
大
会
２
０
１
５
を
開
催

平
成
27
年 

２
０
１
５ 

10
月 

Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ  

ｈ
ｏ
ｎ  

プ
ラ
ス
＋
が
オ
ー
プ
ン

平
成
27
年 

２
０
１
５ 

10
月 

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）
桶
川
北
本
Ｉ
Ｃ
〜
白
岡
菖
蒲
Ｉ
Ｃ

が
開
通

平
成
27
年 

２
０
１
５ 

11
月 

市
制
施
行
45
周
年
記
念
式
典
を
開
催

平
成
28
年 

２
０
１
６ 

４
月 

国
道
17
号
上
尾
道
路
　
Ⅰ
期
区
間
が
全
線
開
通

平
成
28
年 

２
０
１
６ 

９
月 

放
課
後
子
供
教
室
を
市
内
全
７
小
学
校
で
実
施

平
成
29
年 

２
０
１
７ 

２
月 

山
形
県
飯
豊
町
と
「
友
好
都
市
宣
言
」「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
」を
締
結

平
成
29
年 

２
０
１
７ 

４
月 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
（
後
に
愛
称
が
「
オ
ケ
ち
ゃ
る
」
に

決
定
）

平
成
29
年 
２
０
１
７ 

７
月 

坂
田
谷
津
谷
遺
跡
公
園
が
オ
ー
プ
ン

平
成
30
年 

２
０
１
８ 
４
月 

城
山
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
が
オ
ー
プ
ン

平
成
30
年 

２
０
１
８ 
５
月 

市
役
所
新
庁
舎
完
成
、業
務
開
始

平
成
31
年 

２
０
１
９ 

４
月 

ス
マ
イ
ル
ピ
ア
ザ
坂
田（
坂
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
坂
田
図
書
館
）

が
オ
ー
プ
ン

令
和
元
年 

２
０
１
９ 

10
月 
西
側
大
通
り
線
が
全
線
開
通

令
和
２
年 

２
０
２
０ 

８
月 

桶
川
飛
行
学
校
平
和
祈
念
館
が
オ
ー
プ
ン

西
暦

和
暦

月

桶
川
市
で
の
出
来
事

日
本
で
の
主
な
出
来
事

１
９
８
９
年 

１
月
８
日 

昭
和
天
皇
崩
御
。平
成
に

 

４
月
１
日 

消
費
税
３
％
で
ス
タ
ー
ト

１
９
９
０
年 

１
月
13
日 

第
１
回
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

 

12
月
２
日 

秋
山
豊
寛
さ
ん
、日
本
人
初
の
宇

宙
飛
行

１
９
９
１
年 

５
月
14
日 

横
綱 

千
代
の
富
士
が
引
退

１
９
９
１
年 

６
月
３
日 

雲
仙
普
賢
岳
で
大
火
砕
流

１
９
９
２
年 

６
月
15
日 

Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
成
立

 

７
月
27
日 

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
・
平
泳
ぎ
で
岩

崎
恭
子
が
最
年
少
の
金

 

８
月
１
日 

き
ん
さ
ん
、ぎ
ん
さ
ん
満
１
０
０
歳

１
９
９
３
年 

７
月
18
日 

日
本
初
の
多
党
派
連
立
政
権
発
足

１
９
９
５
年 

１
月
17
日 

阪
神
淡
路
大
震
災

 

３
月
20
日 

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

 

11
月
23
日 

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
95
発
売

１
９
９
６
年 

１
月
11
日 

若
田
光
一
さ
ん
宇
宙
へ

１
９
９
７
年 

４
月
１
日 

消
費
税
５
％
に
引
き
上
げ

 

12
月
18
日 

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
開
通

１
９
９
８
年 

２
月
２
日 

郵
便
番
号
７
桁
に

 

９
月
25
日 

若
貴
兄
弟
横
綱
誕
生

２
０
０
０
年 

７
月
19
日 

２
０
０
０
円
札
発
行

 

９
月
３
日 

三
宅
島
噴
火
で
島
民
避
難

２
０
０
２
年 

６
月 

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
サ
ッ

カ
ー
）が
日
本
と
韓
国
で
共
同
開
催

 

10
月
15
日 

拉
致
被
害
者
の
う
ち
５
人
、24
年

ぶ
り
に
帰
国

２
０
０
３
年 

12
月
１
日 

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始

２
０
０
４
年 

10
月
23
日 

新
潟
中
越
地
震

２
０
０
７
年 

３
月
６
日 

夕
張
市
が
財
政
破
綻

 

10
年
１
日 

郵
政
民
営
化
ス
タ
ー
ト

２
０
０
８
年 

９
月
15
日 

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

２
０
０
９
年 

５
月
21
日 

裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト

２
０
１
０
年 

６
月
13
日 

小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」地
球
に
帰
還

２
０
１
１
年 

３
月
11
日 

東
日
本
大
震
災

 

７
月
17
日 

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
サ
ッ
カ
ー
）で
日
本
が
初
優
勝

２
０
１
２
年 

５
月
22
日 

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
オ
ー
プ
ン

 

10
月
14
日 

女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
吉
田
沙
保
里
が

世
界
大
会
13
連
覇
で
ギ
ネ
ス
認
定

２
０
１
３
年 

４
月
19
日 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
活
動
解
禁

２
０
１
４
年 

４
月
１
日 

消
費
税
８
％
に
引
き
上
げ

２
０
１
５
年 

６
月
17
日 

選
挙
権
18
歳
以
上 

参
議
院
で
可
決

 

10
年
５
日 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
施
行

２
０
１
６
年 

４
月
14
日 

熊
本
地
震

２
０
１
７
年 

８
月
23
日
　
花
咲
徳
栄
高
校
が
夏
の
甲
子
園
で

埼
玉
県
勢
と
し
て
初
優
勝

 

９
月
９
日 

桐
生
祥
秀
が
日
本
人
初
の
１
０
０

ｍ
９
秒
台

 

11
年
６
日 

拉
致
被
害
者 

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と

面
会

２
０
１
８
年 

７
月
23
日 

熊
谷
で
国
内
最
高
気
温
41
・
１
度

を
記
録

 

９
月
６
日 

北
海
道
地
震

２
０
１
９
年 

３
月
21
日 

イ
チ
ロ
ー
選
手
が
引
退

 

４
月
30
日 

平
成
天
皇
退
位
礼
正
殿
の
儀

 

５
月
１
日 

皇
太
子
徳
仁
親
王
ご
即
位
。新
元

号「
令
和
」に

 

９
月 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日

本
で
開
催

 

10
年
１
日 

消
費
税
10
％
に
引
き
上
げ

２
０
２
０
年 

４
月
７
日 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

 

８
月
24
日 

安
倍
晋
三
首
相
が
連
続
在
任
日

数
２
７
９
９
日
に
達
し
、歴
代
最

長
政
権

１
９
７
０（
昭
和
45
）年
11
月
３
日
、桶
川
市
は
県
下
31
番
目
の
市
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。50
年
前
、約
３
万
８
千
人
だ
っ
た
人
口
は
、時
代
と
と
も
に
増
加
し
、

２
０
０
６
年
７
月
に
は
７
万
５
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
市
の
変

遷
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
制
施
行
50
年
特
集

第
１
部 「
過
去
」

O
ke

g
a

w
a

 city h
isto

ry

桶川市上空

桶川市役所

桶川駅

駅西口

1970

2020
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西
暦

和
暦

月

桶
川
市
で
の
出
来
事

日
本
で
の
主
な
出
来
事

昭
和
45
年 

１
９
７
０ 

11
月 

11
月
３
日
、市
制
を
施
行
し
て
桶
川
市
と
な
る

昭
和
46
年 

１
９
７
１ 

４
月 

加
納
中
学
校
が
桶
川
東
中
学
校
と
改
称

昭
和
46
年 

１
９
７
１ 

11
月 

太
郎
右
衛
門
橋
が
永
久
橋
と
し
て
開
通

昭
和
47
年 

１
９
７
２ 

４
月 

県
立
桶
川
高
等
学
校
が
開
校

昭
和
50
年 

１
９
７
５ 

４
月 

桶
川
西
中
学
校
が
開
校

昭
和
50
年 

１
９
７
５ 

11
月 

移
動
図
書
館「
む
ぎ
ぶ
え
号
」運
行
開
始

昭
和
50
年 

１
９
７
５ 

11
月 

「
第
１
回
桶
川
市
民
ま
つ
り
」を
開
催

昭
和
51
年 

１
９
７
６ 

３
月 

桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
設
立

昭
和
51
年 

１
９
７
６ 

10
月 

市（
民
）の
花
・
木
が
決
定

昭
和
51
年 

１
９
７
６ 

12
月 

人
口
が
５
万
人
を
超
え
る

昭
和
52
年 

１
９
７
７ 

４
月 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
52
年 

１
９
７
７ 

４
月 

子
ど
も
公
園
わ
ん
ぱ
く
村
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
52
年 

１
９
７
７ 

７
月 

東
公
民
館
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
52
年 

１
９
７
７ 

８
月 

新
型
塵
芥
処
理
場
が
稼
動

昭
和
53
年 

１
９
７
８ 

４
月 

農
業
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
53
年 

１
９
７
８ 

４
月 

勤
労
福
祉
会
館
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
54
年 

１
９
７
９ 

４
月 

三
井
精
機
桶
川
工
場
跡
地
に
住
宅
公
団
の
進
出
が
決
定

昭
和
54
年 

１
９
７
９ 

４
月 

桶
川
東
小
学
校
が
開
校

昭
和
55
年 

１
９
８
０ 

４
月 

県
立
桶
川
西
高
等
学
校
が
開
校

昭
和
55
年 

１
９
８
０ 

４
月 

日
出
谷
小
学
校
が
開
校

昭
和
55
年 

１
９
８
０ 

11
月 

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

 
 

 

市
民
憲
章
を
制
定

昭
和
56
年 

１
９
８
１ 

４
月 

公
共
下
水
道
処
理
を
開
始

昭
和
56
年 

１
９
８
１ 

４
月 

加
納
中
学
校
が
開
校

昭
和
57
年 

１
９
８
２ 

11
月 

橋
上
駅
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
58
年 

１
９
８
３ 

６
月 

城
山
公
園
の
一
部
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
59
年 

１
９
８
４ 

４
月 

朝
日
小
学
校
が
開
校

昭
和
60
年 

１
９
８
５ 

２
月 

人
口
が
６
万
人
を
超
え
る

昭
和
60
年 

１
９
８
５ 

３
月 

桶
川
駅
開
業
１
０
０
周
年

昭
和
60
年 

１
９
８
５ 

４
月 

城
山
公
園
多
目
的
広
場
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
61
年 

１
９
８
６ 

４
月 

駅
西
口
公
園
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
62
年 

１
９
８
７ 

７
月 

桶
川
市
立
図
書
館
・
桶
川
公
民
館
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
63
年 

１
９
８
８ 

10
月 

駅
西
口
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン

１
９
７
０
年 

４
月
５
日 

よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

 

９
月
13
日 

大
阪
万
博
開
催

１
９
７
１
年 

７
月
20
日 

銀
座
に
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
１
号
店

１
９
７
２
年 

２
月
28
日 

あ
さ
ま
山
荘
事
件

 

５
月
15
日 

沖
縄
復
帰

１
９
７
３
年 

12
月
10
日 

第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

１
９
７
４
年 

12
月
10
日 

佐
藤
栄
作
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞

１
９
７
６
年 

２
月
24
日 

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

 

８
月 

「
お
よ
げ
た
い
や
き
く
ん
」大
ヒ
ッ
ト

累
計
４
０
０
万
枚
を
売
り
上
げ

１
９
７
７
年 

９
月
３
日 

王
貞
治（
読
売
巨
人
軍
）、通
算

７
５
６
本
塁
打
で
世
界
新
記
録

１
９
７
８
年 

５
月
20
日 

成
田
空
港
開
港

 

８
月
12
日 

日
中
平
和
友
好
条
約
の
調
印

１
９
７
９
年 

１
月
13
日 

国
公
立
大
学
、初
の
共
通
１
次
学

力
試
験
を
実
施

 

６
月
１
日 

第
２
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

１
９
８
０
年 

10
月
５
日 

歌
手
・
山
口
百
恵
が
引
退

 

12
月
12
日 

日
本
の
自
動
車
生
産
台
数
が
世
界

１
位
に

１
９
８
１
年 

３
月
２
日 

中
国
残
留
孤
児
が
初
来
日

１
９
８
２
年 

４
月
１
日 

５
０
０
円
硬
貨
発
行

 

12
月
１
日 

カ
ー
ド
公
衆
電
話
・
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
登
場

１
９
８
４
年 

11
月
１
日 

新
札（
１
万
円
札
、５
千
円
札
、千

円
札
）発
行

１
９
８
５
年 

４
月
１
日 

電
々
公
社
民
営
化
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
発
足

 

９
月
30
日 

科
学
万
博
つ
く
ば,85
開
催

１
９
８
６
年 

11
月
22
日 

三
原
山
大
噴
火

 

12
月 

バ
ブ
ル
景
気
始
ま
る

１
９
８
７
年 

４
月
１
日 

国
鉄
が
分
割
し
Ｊ
Ｒ
に

１
９
８
８
年 

４
月
10
日 

瀬
戸
大
橋
開
通

平
成
元
年 

１
９
８
９ 

５
月 

「
第
１
回
お
け
が
わ
こ
ど
も
ま
つ
り
」を
開
催

平
成
２
年 

１
９
９
０ 

11
月 

市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
を
開
催

平
成
３
年 
１
９
９
１ 

３
月 

舎
人
ス
ポ
ー
ツ
・
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン

平
成
３
年 
１
９
９
１ 

６
月 

桶
川
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
が
オ
ー
プ
ン

平
成
３
年 

１
９
９
１ 
６
月 

地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
３
年 

１
９
９
１ 
11
月 

人
口
が
７
万
人
を
超
え
る

平
成
４
年 

１
９
９
２ 

４
月 
保
健
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
４
年 

１
９
９
２ 

８
月 
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
川
田
谷
公
民
館
・
桶
川
市
立
図
書
館
川
田
谷

分
室
）が
オ
ー
プ
ン

平
成
４
年 

１
９
９
２ 

10
月 

富
士
見
ホ
タ
ル
親
水
公
園
が
オ
ー
プ
ン

平
成
４
年 

１
９
９
２ 

11
月 

歴
史
民
俗
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン

平
成
６
年 

１
９
９
４ 

10
月 

滝
の
宮
立
体
交
差(
べ
に
ば
な
陸
橋)

が
開
通

平
成
７
年 

１
９
９
５ 

１
月 

べ
に
花
の
郷
づ
く
り
事
業
を
開
始

平
成
８
年 

１
９
９
６ 

６
月 

「
第
１
回
べ
に
花
ま
つ
り
」を
富
士
見
ホ
タ
ル
親
水
公
園
で
開
催

平
成
８
年 

１
９
９
６ 

11
月 

「
べ
に
花
の
郷
づ
く
り
事
業
」彩
の
国
モ
デ
ル
顕
彰
を
受
賞

平
成
９
年 

１
９
９
７ 

１
月 

公
文
書
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
を
開
始

平
成
９
年 

１
９
９
７ 

１
月 

「
市
民
の
歌
」の
歌
詞
が
決
定

平
成
９
年 

１
９
９
７ 

10
月 

駅
西
口
通
り
を
電
線
地
中
化

平
成
９
年 

１
９
９
７ 

11
月 

響
の
森（
桶
川
市
民
ホ
ー
ル
・
さ
い
た
ま
文
学
館
）が
オ
ー
プ
ン

平
成
10
年 

１
９
９
８ 

２
月 

県
道
川
越
栗
橋
線
バ
イ
パ
ス（
下
日
出
谷
〜
川
田
谷
）が
開
通

平
成
11
年 

１
９
９
９ 

１
月 

市
役
所
分
庁
舎
が
上
日
出
谷
へ
移
転

平
成
11
年 

１
９
９
９ 

２
月 

桶
川
市
観
光
協
会
を
設
立

平
成
11
年 

１
９
９
９ 

10
月 

駅
西
口
公
園･

桶
川
市
民
ホ
ー
ル
地
区
が｢

景
観
形
成
事
例
部
門(

小
空
間
レ
ベ

ル)

」で
都
市
景
観
大
賞
を
受
賞

平
成
12
年 

２
０
０
０ 

７
月 

べ
に
花
ふ
る
さ
と
館
が
オ
ー
プ
ン

平
成
12
年 

２
０
０
０ 

11
月 

市
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
を
開
催

平
成
13
年 

２
０
０
１ 

４
月 

市
内
循
環
バ
ス（「
べ
に
ば
な
Ｇ
Ｏ
」）の
本
格
運
行
開
始

平
成
13
年 

２
０
０
１ 

６
月 

富
士
見
通
り
線（
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
）が
開
通

平
成
14
年 

２
０
０
２ 

６
月 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
開
始

平
成
15
年 

２
０
０
３ 

11
月 

第
17
回
中
山
道
宿
場
会
議「
桶
川
宿
大
会
」を
開
催

平
成
16
年 

２
０
０
４ 

10
月 

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
・
自
転
車
競
技
大
会
を
開
催

平
成
16
年 

２
０
０
４ 

11
月 

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
大
会
を
開
催

平
成
18
年 

２
０
０
６ 

６
月 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
18
年 

２
０
０
６ 

７
月 

人
口
が
７
万
５
０
０
０
人
を
超
え
る

平
成
19
年 

２
０
０
７ 

４
月 

桶
川
南
・
桶
川
北
小
学
校
が
統
合
さ
れ
、桶
川
小
学
校
が
開
校

平
成
20
年 

２
０
０
８ 

８
月 

新
小
針
領
家
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン

平
成
21
年 

２
０
０
９ 

３
月 

本
木
雅
弘
さ
ん
に
桶
川
市
民
栄
誉
賞（
第
１
号
）を
贈
呈

平
成
22
年 

２
０
１
０ 

３
月 

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道（
圏
央
道
）川
島
Ｉ
Ｃ
〜
桶
川
北
本
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通

平
成
22
年 

２
０
１
０ 

10
月 

お
け
が
わ
市
民
花
火
大
会
を
開
催

平
成
22
年 

２
０
１
０ 

11
月 

桶
川
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
オ
ケ
ち
ゃ
ん
」誕
生

平
成
22
年 

２
０
１
０ 

11
月 

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
を
開
催

平
成
23
年 

２
０
１
１ 

６
月 

後
谷
遺
跡
出
土
品
が
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る

平
成
24
年 

２
０
１
２ 

９
月 

日
出
谷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
25
年 

２
０
１
３ 

４
月 

教
育
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
25
年 

２
０
１
３ 

７
月 

日
本
初
の
水
上
太
陽
光
発
電
施
設「
ソ
ー
ラ
ー
オ
ン
ザ
ウ
ォ
ー
タ
ー
桶
川
」

が
竣
工

平
成
26
年 

２
０
１
４ 

11
月 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
27
年 

２
０
１
５ 

１
月 

市
役
所
仮
設
庁
舎
へ
移
転
、業
務
開
始

平
成
27
年 

２
０
１
５ 

９
月 

お
け
が
わ
市
民
花
火
大
会
２
０
１
５
を
開
催

平
成
27
年 

２
０
１
５ 

10
月 

Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ  

ｈ
ｏ
ｎ  

プ
ラ
ス
＋
が
オ
ー
プ
ン

平
成
27
年 

２
０
１
５ 

10
月 

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）
桶
川
北
本
Ｉ
Ｃ
〜
白
岡
菖
蒲
Ｉ
Ｃ

が
開
通

平
成
27
年 

２
０
１
５ 

11
月 

市
制
施
行
45
周
年
記
念
式
典
を
開
催

平
成
28
年 

２
０
１
６ 

４
月 

国
道
17
号
上
尾
道
路
　
Ⅰ
期
区
間
が
全
線
開
通

平
成
28
年 

２
０
１
６ 

９
月 

放
課
後
子
供
教
室
を
市
内
全
７
小
学
校
で
実
施

平
成
29
年 

２
０
１
７ 

２
月 

山
形
県
飯
豊
町
と
「
友
好
都
市
宣
言
」「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
」を
締
結

平
成
29
年 

２
０
１
７ 

４
月 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
（
後
に
愛
称
が
「
オ
ケ
ち
ゃ
る
」
に

決
定
）

平
成
29
年 

２
０
１
７ 

７
月 

坂
田
谷
津
谷
遺
跡
公
園
が
オ
ー
プ
ン

平
成
30
年 

２
０
１
８ 

４
月 

城
山
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
が
オ
ー
プ
ン

平
成
30
年 

２
０
１
８ 

５
月 

市
役
所
新
庁
舎
完
成
、業
務
開
始

平
成
31
年 

２
０
１
９ 

４
月 

ス
マ
イ
ル
ピ
ア
ザ
坂
田（
坂
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
坂
田
図
書
館
）

が
オ
ー
プ
ン

令
和
元
年 

２
０
１
９ 

10
月 

西
側
大
通
り
線
が
全
線
開
通

令
和
２
年 

２
０
２
０ 

８
月 

桶
川
飛
行
学
校
平
和
祈
念
館
が
オ
ー
プ
ン

西
暦

和
暦

月

桶
川
市
で
の
出
来
事

日
本
で
の
主
な
出
来
事

１
９
８
９
年 

１
月
８
日 

昭
和
天
皇
崩
御
。平
成
に

 

４
月
１
日 

消
費
税
３
％
で
ス
タ
ー
ト

１
９
９
０
年 

１
月
13
日 

第
１
回
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

 

12
月
２
日 

秋
山
豊
寛
さ
ん
、日
本
人
初
の
宇

宙
飛
行

１
９
９
１
年 

５
月
14
日 

横
綱 

千
代
の
富
士
が
引
退

１
９
９
１
年 

６
月
３
日 

雲
仙
普
賢
岳
で
大
火
砕
流

１
９
９
２
年 

６
月
15
日 

Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
成
立

 

７
月
27
日 

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
・
平
泳
ぎ
で
岩

崎
恭
子
が
最
年
少
の
金

 

８
月
１
日 

き
ん
さ
ん
、ぎ
ん
さ
ん
満
１
０
０
歳

１
９
９
３
年 

７
月
18
日 

日
本
初
の
多
党
派
連
立
政
権
発
足

１
９
９
５
年 

１
月
17
日 

阪
神
淡
路
大
震
災

 

３
月
20
日 

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

 

11
月
23
日 

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
95
発
売

１
９
９
６
年 

１
月
11
日 

若
田
光
一
さ
ん
宇
宙
へ

１
９
９
７
年 

４
月
１
日 

消
費
税
５
％
に
引
き
上
げ

 

12
月
18
日 

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
開
通

１
９
９
８
年 

２
月
２
日 

郵
便
番
号
７
桁
に

 

９
月
25
日 

若
貴
兄
弟
横
綱
誕
生

２
０
０
０
年 

７
月
19
日 

２
０
０
０
円
札
発
行

 

９
月
３
日 

三
宅
島
噴
火
で
島
民
避
難

２
０
０
２
年 

６
月 

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
サ
ッ

カ
ー
）が
日
本
と
韓
国
で
共
同
開
催

 

10
月
15
日 

拉
致
被
害
者
の
う
ち
５
人
、24
年

ぶ
り
に
帰
国

２
０
０
３
年 

12
月
１
日 

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始

２
０
０
４
年 
10
月
23
日 

新
潟
中
越
地
震

２
０
０
７
年 

３
月
６
日 

夕
張
市
が
財
政
破
綻

 

10
年
１
日 
郵
政
民
営
化
ス
タ
ー
ト

２
０
０
８
年 

９
月
15
日 
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

２
０
０
９
年 

５
月
21
日 

裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト

２
０
１
０
年 

６
月
13
日 

小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」地
球
に
帰
還

２
０
１
１
年 

３
月
11
日 

東
日
本
大
震
災

 

７
月
17
日 

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
サ
ッ
カ
ー
）で
日
本
が
初
優
勝

２
０
１
２
年 

５
月
22
日 

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
オ
ー
プ
ン

 

10
月
14
日 

女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
吉
田
沙
保
里
が

世
界
大
会
13
連
覇
で
ギ
ネ
ス
認
定

２
０
１
３
年 

４
月
19
日 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
活
動
解
禁

２
０
１
４
年 

４
月
１
日 

消
費
税
８
％
に
引
き
上
げ

２
０
１
５
年 

６
月
17
日 

選
挙
権
18
歳
以
上 

参
議
院
で
可
決

 

10
年
５
日 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
施
行

２
０
１
６
年 

４
月
14
日 

熊
本
地
震

２
０
１
７
年 

８
月
23
日
　
花
咲
徳
栄
高
校
が
夏
の
甲
子
園
で

埼
玉
県
勢
と
し
て
初
優
勝

 

９
月
９
日 

桐
生
祥
秀
が
日
本
人
初
の
１
０
０

ｍ
９
秒
台

 

11
年
６
日 

拉
致
被
害
者 

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と

面
会

２
０
１
８
年 

７
月
23
日 

熊
谷
で
国
内
最
高
気
温
41
・
１
度

を
記
録

 

９
月
６
日 

北
海
道
地
震

２
０
１
９
年 

３
月
21
日 

イ
チ
ロ
ー
選
手
が
引
退

 

４
月
30
日 

平
成
天
皇
退
位
礼
正
殿
の
儀

 

５
月
１
日 

皇
太
子
徳
仁
親
王
ご
即
位
。新
元

号「
令
和
」に

 

９
月 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日

本
で
開
催

 

10
年
１
日 

消
費
税
10
％
に
引
き
上
げ

２
０
２
０
年 

４
月
７
日 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

 

８
月
24
日 

安
倍
晋
三
首
相
が
連
続
在
任
日

数
２
７
９
９
日
に
達
し
、歴
代
最

長
政
権

平成6年：べにばな陸橋渡り初め

平成13年：市内循環バス（「べにばなGO」）本格運行開始

平成16年：彩の国まごころ国体

市制施行50年特集 第１部 「過去」 Okegawa city history 50年のあゆみ

平成31年：スマイルピアザ坂田（フレ
スポ桶川）がオープン

平成27年：おけがわ市民花火大会2015

平成27年：圏央道、桶川北本IC～白岡
菖蒲IC開通

平成30年：城山公園バーベキュー広
場がオープン
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未
来
へ
の

あ
ゆ
み

Okegawa has begun many projects with hopes 
and dreams for the next 50 years. We aim to be a 
comfortable town to live in, and are working to 
improve not only tangible aspects, but also 
intangible aspects, such as child-rearing, health, 
and longevity.

当時の写真・
装備品

<<< 2015 <<<<<< 2018・19 <<<<<< 2020 <<<<<< After 2020 <<<

桶
川
の
新
た
な
50
年
、夢
と
希
望
が
持
て
る
よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、子
育
て
や
健
康
長
寿
と
い
っ
た

ソ
フ
ト
面
で
の
整
備
も
進
め
、真
の
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

市
制
施
行
50
年
特
集

第
２
部 「
未
来
」

O
ke

g
a

w
a

 city p
ro

sp
e

cts

市制施行50年特集 第2部 「未来」 Okegawa city prospects 未来へのあゆみ

桶川北本IC

道の駅事業地

県道川越栗橋線

圏央道

⬅八王子
つくば➡

城山公園

上
尾
道
路

さ
い
た
ま
⬇

桶川駅東口駅前広場イメージ図
※変更の可能性があります。

桶川駅東口整備事業
　桶川駅東口周辺地区の次
の整備を進めています。
１ 桶川駅東口駅前広場整備事業
２ 駅東口通り線（駅前広場から中
山道まで）及び仲仙道線（駅通
りとの交差点部）整備事業

３ 市道11-1号線（仲仙道線と駅
東口通り線との交差点部周辺
まで）整備事業

４ 駅東口自由通路エレベーター
設置事業（令和元年7月14日
に使用開始）

５ 南小跡地周辺道路整備事業

道の駅整備事業
　圏央道や上尾道路などの広域交通網の結節点という地の利を活かし、
「休憩機能」「情報発信機能」「地域連携機能」「防災機能」を持った、道の駅
「（仮称）おけがわ」の整備に、公共と民間が連携して取り組んでいきます。

加納原地区企業誘致
　加納中学校北側に位置する約6.3ヘクタールの区域を企業誘致の事業
地とするもので、2021年の操業を目指しています。

桶川飛行学校平和祈念館
　1937（昭和12）年に設置された旧熊谷陸軍飛行学校桶川分
教場を復原整備して開館。飛行学校の歴史や文化財である建物
群から、そこで学んだ若者の姿や当時の飛行技術に触れること
で、子どもをはじめとしたあらゆる世代へ平和の尊さを発信し、
平和を尊重する社会の実現と地域の振興を目指します。

OKEGAWA hon プラス＋
　図書館と大型書店とを隣接させて、一体感のある図書館運営を
展開しています。蔵書や閲覧席、子ども向けスペースを増やすなど
図書館面積を約2.5倍に広げ、大型書店との相乗効果で幅広い層
に読書に関心を持ってもらえるように、さまざまなイベントも開催
しています。

市役所新庁舎
　新たな市民サービスの拠点として業務がスタートした市役所新庁
舎。次の4つのコンセプトでつくられています。

城山公園バーベキュー広場
　城山公園の西部に位置し、駐車場と直結する野外卓とかまどの「施
設エリア」と、各自の器材を利用する「持込みエリア」にわかれていま
す。施設エリア(8区画)は区画あたり15人程度、持込みエリア(区画な
し)は全体で200人程度が利用できます。

公民複合施設「フレスポ桶川」
　坂田コミュニティセンターと坂田図書館の公共複合施設「スマイル
ピアザ坂田」と、民間施設のスーパーマーケットやドラッグストア等が
複合した施設です。地域生活の拠点として公共と民間が連携し、施設
を運営しています。

●立地特性・周辺環境等に配慮した庁舎
●防災・災害復旧拠点としての役割を果たす庁舎
●自然エネルギーの活用や省エネルギー化等による環境負荷の低減に配慮した庁舎
●市民が利用しやすく、時代の変化に柔軟に対応可能な庁舎

旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場とは
　1937（昭和12）年6月の設置から1945（昭和20）年2月
までの間、少年飛行兵や特別操縦見習士官などの実技教
育施設でした。戦争末期には特別攻撃隊の訓練場となり、
昭和20年4月には、特攻隊員12人を鹿児島県知覧基地に
送っています。

2018年4月 Open！2018年4月 Open！

2015年10月 Open！2015年10月 Open！

2019年4月 Open！2019年4月 Open！

2018年5月 Open！2018年5月 Open！

2021年稼働開始2021年稼働開始

早期完成に向け整備中早期完成に向け整備中

開業に向けて整備中開業に向けて整備中

桶川分教場での学校生活

兵舎棟内寝室の復元

2020年8月 Open！2020年8月 Open！

桶川駅東口周辺地区の整備

4.駅東口自由通路
 エレベーター
 設置事業

3.市道11-1号線整備事業
 W＝20m　L＝80m

南小跡地
（ことぶき広場）

1.桶川駅東口駅前広場整備事業
 W＝56m　L＝100m

2.駅東口通り線及び仲仙道線整備事業
 【駅東口通り線】 W＝20m　L＝130m
 【仲仙道線】 W＝16m　L＝148m

5.南小跡地周辺道路
 整備事業

『桶川駅東口周辺地区』整備予定図
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